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＜連絡事項＞

· 古村優子様、来週月曜日からデイケア正式利用開始。今後の方針を確認しながら関わりを進めていく。

本人の情報～・病名告知されておらず、担当医からは疾病教室実施の際には個別で行なうよう指示あり

　　　　　　・本人の特徴としては、ボンヤリとした印象あり、お母様の発言が強く本人からの意見は少ない

　　　　　　・外来は3週/1回（水）、受診日にはデイケア欠席

＜対応検討＞

古舘ヨリ様（57）統合失調症　合）糖尿病　　関係機関：青南病院・訪問看護・青明舎・デイケア

最近の様子

1 採血の結果、糖尿病数値の悪化あり

2 お金のやりくりが出来ず、月末金銭不足となり不安の訴え聞かれている

今後の対応

· お金等生活面に関しては家族も交えて話し合いを持っていく必要がある

· 関係機関で役割分担を話し合い、具体的に関わり方を決めていく

＜定期通院の無い方の報告＞

小比類巻　昇様～1/29受診しており、平成22年11月25日以来の受診。平成23年1月26日、おいらせ町保健師より、毎日飲酒していたようで、興奮しやすく、粗暴的となることもあった様子との報告ある。診察中、睡眠はとれていると話している。主治医より、定期的な外来受診・服薬するよう指導ある。

磯島　貴広様～2/2お母様が代理受診している。自宅では落ち着いて過ごしているが、内服は1日おきに行なっており睡眠が取れていないと報告。入浴は1日に3回行う事や、夜間の不眠傾向など病状悪化の際と同様の状態になってきたと話す。担当医からは内服を継続するよう説明している。

　　　　　　　⇒今後のアプローチとして、電話にて本人へ来院を促し、今後は保健士へ連絡して自宅の様子を見る為の訪問以来も検討していく。

＜新規患者様情報＞

川原　誠　　様～76歳、レビー小体型認知症。十和田東病院からの情報提供書持参。平成19年飲酒量が増加。酩酊状態における幻視が出現。「小さい子がいて跳ねている」「服に虫がついている」等訴えることあり、専門医での治療目的にて受診。頭部CT、心理検査（HDS-R：12点）実施。幻視については「毎日こども20人が青だの赤だの着物着てる」と話している。抗精神病薬処方となる。

川井　麻都香様～23歳、双極性感情障害疑い。東京都立松沢病院からの情報提供書持参。平成18年頃アルバイト先の同僚から嫌がらせを受け、抑うつ感・不安感・倦怠感等出現。情緒不安定で不安時の頓服薬を過量に服用する事や、易興奮的易刺激的で、家族に対し粗暴的となる事が度々あった。さくら病院に入院した既往があるが、本人希望にて松沢病院へ転院。現在入院中であるが、外泊訓練や環境調整が安易に行えない状態である為、八戸市内の病院に転院が可能であるかの相談があり本日初診。心理検査（CMI・Y-G）実施。当院の急性期病棟見学する。転院については家族間での相談をしてから返事を頂くこととなる。その後の連絡は無い。

柏崎　照　　様～86歳、レビー小体型認知症。平成19年、物の置き場所や自分の行動を忘れる等記銘力障害が目立つようになり徐々に進行。平成22年「子供が見える」「虫が見える」等幻視が出現。認知症の診断・治療を家族が希望し初診。心理検査（HDS-R・MMSWMS-R）頭部CT施行。漢方製剤・睡眠剤処方となる。詳しく検査するには青森労災病院で検査行えること説明。家族間で相談の上、検査希望の際には連絡頂くこととしているが、連絡は無い。

＜外来情報＞

関　秀治　様～職場で掃除の方法について指摘・指導されたことを報告されている。

